
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本共産党豊田市議団 

国
が
よ
う
や
く
小
学
校
の

給
食
費
無
償
化
に
踏
み
出
し

ま
し
た
。
義
務
教
育
の
無
償

化
の
点
で
は
、
今
だ
、
さ
ま

ざ
ま
な
費
用
の
保
護
者
負
担

が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

就
学
援
助
制
度
の

拡
充 

困
窮
し
た
状
況
で
も
就
学
援 

助
制
度
自
体
を
知
ら
な
け
れ 

ば
支
援
に
つ
な
が
り
ま
せ
ん 

Ｑ
就
学
援
助
制
度
の
周
知 

 

方
法
は
。 

Ａ
市
公
式
Ｈ
Ｐ
で
多
言
語
に

対
応
し
た
案
内
を
掲
載
。 

き
ず
な
ネ
ッ
ト
で
配
信
の
ほ

か
、
新
入
学
の
児
童
の
保
護

者
に
は
、
就
学
時
健
康
診
断

の
際
に
周
知
。
随
時
申
請
は

可
能
。
相
談
が
あ
れ
ば
、
実

情
に
応
じ
て
認
定
・
支
給
し

て
い
る
。 

Ｑ
認
定
者
数
は
。 

Ａ 

令
和
３
年
度
末
の
認
定

者
数
、
要
保
護
者
１
５
８
人
、

準
要
保
護
者
３
，
０
６
４
人
。 

令
和
７
年
度
末
の
認
定
者
数

は
、
要
保
護
者
１
２
３
人
、

準
要
保
護
者
２
，
７
３
６
人
。 

 

新
入
学
学
用
品
費

の
増
額 

就
学
援
助
新
入
学
学
用
品
費 

（
ラ
ン
ド
セ
ル
な
ど
、
入
学 

に
必
要
な
学
用
品
の
費
用
） 

は
、
国
の
生
活
保
護
基
準
の 

入
学
準
備
金
の
引
き
あ
げ
に 

準
じ
て
い
ま
す
。 

Ｑ
認
定
基
準
額
を
引
き
上
げ

て
、
認
定
対
象
を
拡
大
す
る

考
え
、
ま
た
、
新
入
学
学
用

品
費
を
増
額
す
る
考
え
は
。 

Ａ
中
高
一
貫
の
愛
知
県
立
附

属
中
学
校
の
開
校
に
伴
い
、

令
和
８
年
４
月
か
ら
対
象
者

の
範
囲
を
拡
大
し
た
。 

・支
給
額
は
、
国
の
予
算
単
価

の
改
定
に
伴
い
、
令
和
９
年

度
入
学
者
か
ら
「
新
入
学
児

童
生
徒
学
用
品
費
等
」
を
増

額
す
る
予
定
。 

根
本
市
議
の
意
見 

令
和
９
年
度
に
先
送
り
で
な
く
、

令
和
７
年
度
の
国
の
改
定
に
合

わ
せ
て
、
増
額
す
る
よ
う
に
改
善

を
。 

 

                
補
助
教
材
及
び
学
用
品
の
費

用
は
、
長
引
く
物
価
高
騰
の
中
で

値
上
が
っ
て
お
り
、
合
計
す
れ
ば

高
額
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

令
和
７
年
６
月
２
５
日
「
学
校
に

お
け
る
補
助
教
材
及
び
学
用
品

等
に
係
る
保
護
者
等
の
負
担
軽

減
に
つ
い
て
」
の
文
科
省
通
知
で

は
、
「
保
護
者
等
の
経
済
的
な
負

担
を
軽
減
さ
せ
る
た
め
の
取
組

み
の
事
例
１
「
保
護
者
等
負
担
で
購
入

し
て
い
た
教
材
の
学
校
備
品
化
」
が
あ

り
、
取
組
内
容
と
し
て
「
こ
れ
ま
で
保

護
者
等
負
担
で
毎
年
購
入
し
て
い
た

教
材
、
例
え
ば
算
数
セ
ッ
ト
、
彫
刻
刀
、

裁
縫
セ
ッ
ト
等
を
学
校
備
品
と
し
て

整
備
」
と
あ
り
ま
す
。 

Ｑ
公
費
に
よ
る
教
材
の
学
校
備
品
化

に
つ
い
て
の
考
え
は
。 

個
人
専
用
で
使
用
す
る
教
材
等
に

つ
い
て
も
、
各
学
校
に
お
い
て
必
要
性

な
ど
を
十
分
検
討
の
う
え
選
定
し
、
保

護
者
の
過
度
の
負
担
と
な
ら
な
い
よ

う
努
め
て
い
る
。 

個
人
専
用
で
使
用
す
る
教
材
等
を
備

品
化
す
る
こ
と
は
、
各
学
校
の
特
色
あ

る
教
育
の
展
開
や
授
業
の
時
間
割
調

整
、
紛
失
・
汚
損
等
に
伴
う
備
品
管
理

や
衛
生
管
理
な
ど
、
学
校
運
営
へ
の
影

響
も
想
定
さ
れ
る
た
め
、
現
時
点
で
は

考
え
て
い
な
い
。 

     

根
本
市
議
の
意
見 

他
自
治
体
の
例
と
し
て
、
教
材
の
学 

校
備
品
化
の
他
に
、
補
助
教
材
や
学
用

品
の
無
償
化
の
判
断
を
し
た
、
東
京
都

葛
飾
区
、
足
立
区
な
ど
都
内
の
他
の
区

で
も
実
施
し
て
い
る
。 

根本みはる市議の 

東
京
都
葛
飾
区
で
は
、
修
学
旅
行
の

無
償
化
が
始
ま
り
、
そ
の
メ
リ
ッ
ト

を
、
ゆ
と
り
の
あ
る
行
程
の
実
現

や
、
行
先
の
多
様
化
で
、
多
様
な
学

び
に
つ
な
げ
て
い
る
。 

      

修
学
旅
行
等
を
無
償

化
に 

 

Ｑ
宿
泊
を
伴
う
校
外
学
習
、
修
学
旅

行
等
の
教
育
に
係
る
保
護
者
の
負

担
軽
減
の
考
え
は
。 

Ａ
現
時
点
で
は
、
す
べ
て
の
保
護
者

を
対
象
に
し
た
負
担
軽
減
は
考
え

て
い
な
い
。 

・
た
だ
し
、
経
済
的
な
理
由
に
よ
り 

就
学
が
困
難
な
児
童
生
徒
の
保
護 

者
に
対
し
、
修
学
旅
行
費
や
宿
泊
を 

伴
う
校
外
活
動
費
に
つ
い
て
、
就
学 

援
助
制
度
の
支
給
対
象
と
し
て
い 

ま
す
。
今
後
も
、
国
や
県
の
動
向
を 

注
視
す
る
と
と
も
に
、
経
済
的
な
理 

由
に
よ
っ
て
参
加
が
困
難
と
な
る 

こ
と
が
な
い
よ
う
、
就
学
援
助
制
度 

の
適
切
な
運
用
に
努
め
て
い
く
。 

 

４月

A小学校 5,500

ドリル、自由帳など23種類

４月 ５月

B中学校 7,300 9000

補助教材費、その他

ホームページをごらんください 

（数字は円。算数セットは別購入） 



   

日本共産党豊田市議団へのメールは、ホームページからお送りください 

 

都
市
整
備 

要
望 

一
過
性
の
イ
ベ
ン
ト
型
交
流
ま
ち

づ
く
り
で
な
く
、
市
駅
前
開
発
は
日

常
の
駅
利
用
者
の
利
便
性
を
基
本

課
題
と
す
る
こ
と
。
過
大
な
投
資
に

な
ら
な
い
よ
う
都
心
環
境
計
画
を

見
直
す
こ
と
。 

回
答 

・
豊
田
市
駅
周
辺
の
都
市
施
設
整
備

は
、
交
通
結
節
機
能
の
強
化
や
安

全
・
安
心
な
歩
行
者
動
線
の
確
保
、

施
設
機
能
や
配
置
の
最
適
化
を
整

備
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
早
期
完
了
を
目

指
し
て
計
画
的
に
進
捗
を
図
っ
て

い
く
。 

 

要
望 

毘
森
公
園
の
基
本
計
画
は
、
広
く
市

民
の
意
見
を
取
り
入
れ
る
こ
と
。 

中
央
公
園
第
２
期
整
備
計
画
の
サ

ッ
カ
ー
場
は
、
市
民
が
使
い
や
す
く

す
る
こ
と
。 

回
答 

比
森
公
園
に
つ
い
て
は
、
市
民
等
か

ら
意
見
を
聴
取
し
な
が
ら
具
体
的

な
整
備
内
容
に
つ
い
て
検
討
を
進

め
る
。 

 

住
宅 

要
望 

市
営
住
宅
の
抽
選
漏
れ
を
無
く
す

こ
と
。 

交
通
・
生
活
利
便
な
東
山
住
宅
な

ど
の
空
き
家
を
改
修
し
、
募
集
人

員
を
増
や
す
こ
と
。 

希
望
し
て
も
入
れ
な
い
入
居
資
格

者
に
民
間
住
宅
へ
の
入
居
費
差
額

分
を
家
賃
補
助
す
る
こ
と
。 

 

回
答 

公
平
性
を
保
つ
た
め
、
希
望
す

る
住
戸
が
重
複
し
た
場
合
、
抽

選
方
式
を
無
く
す
こ
と
は
考
え

て
い
な
い
。
抽
選
が
外
れ
た
方

へ
の
対
応
と
し
て
は
、
２
次
募

集
等
の
案
内
を
お
こ
な
っ
て
い

る
。 

・
募
集
数
に
対
し
、
応
募
者
数
が

少
な
い
場
合
が
あ
り
、
市
営
住
宅

の
一
部
で
は
空
き
住
戸
も
発
生 

し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
募

集
住
戸
を
増
や
す
こ
と
や
民
間
住

宅
で
の
家
賃
補
助
は
考
え
て
い 

な
い
。 

 

交
通 

要
望 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
は
高
齢
者
な

ど
の
無
料
化
を
早
期
に
実
施
す
る

こ
と
。 

ま
た
以
下
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
の
路
線
を
設
け
る
こ
と
。 

（
１
）
若
林
駅
か
ら
名
豊
病
院
経

由
ル
ー
ト 

（
２
）
下
山
地
域
か
ら
足
助
病
院

行
き
ル
ー
ト 

 

回
答 

・
お
い
で
ん
バ
ス
無
料
化
に
向
け

て
は
調
整
す
べ
き
課
題
が
多
く
、

検
討
に
は
一
定
の
時
間
を
要
す 

る
た
め
慎
重
に
進
め
る
必
要
が

あ
る
。
ま
ず
は
、
令
和
７
年
度
か

ら
開
始
し
た
高
校
生
等
バ
ス
通

学
定
期
券
購
入
費
用
へ
の
支
援

制
度
や
、
高
齢
者
向
け
割
引
定
期

もとむら伸子 

前衆院議員 

◆法律相談は弁護士が 
 ７月は１１日 午前 10 時～12 時で 
◆生活相談は随時、根本議員が応対 
◆法律相談は要予約。お申し込みは 
日本共産党西三地区委員会まで 

      電話 0564-23-2785 
◆生活相談は根本議員まで 
      電話 0565-34-4772 

根本みはる 

豊田市会議員 

すやま初美 

党中央委員 

券
購
入
者
に
対
す
る
ク
ー
ポ
ン

券
配
付
を
通
じ
た
利
用
促
進
策

な
ど
、
バ
ス
の
利
便
性
向
上
を
図

っ
て
い
く
。 

・
路
線
の
新
設
は
、
地
域
に
よ
り

移
動
先
な
ど
の
ニ
ー
ズ
が
異
な

る
こ
と
か
ら
、
ま
ず
は
地
域
が
主 

体
と
な
っ
た
勉
強
会
等
を
通
じ

て
高
齢
者
等
の
移
動
ニ
ー
ズ
を

把
握
す
る
こ
と
に
努
め
、
市
も
住

民
共
助
に
よ
る
取
組
へ
の
支
援

を
拡
充
す
る
な
ど
、
生
活
交
通
の

ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
取
組
を
行

っ
て
い
く
。 

 


